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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・疾患別診療計画書の作成はアップロードまでを7/15までに！(スタッフ名は青陽館スタッフ全員を記載、意向聴取者は精神保健福祉士2名のみの記載)

・ストレスチェックの入力は7/20まで
・新型コロナウイルス陽性者発生に伴い、管理棟側階段・4階ユーティリティは使用禁止。
・第3回　院内研修
各自メールに添付された研修資料閲覧しレポート提出をお願い致します。

レポート提出期限： 令和4年7月21日から7月31日まで

＜利用者様情報＞
デイケア
・中里　里穂様～昨日夕方、当院の発熱外来にてNEAR方法実施し、結果は陽性。13日から症状があったため、13日から10日間は自宅療養の指示あり。訪問看護五福と青陽館の利用は中止し、7/25（月）に再度当院にてNEAR法施行し、利用の再開を決定していくこととなっている。本人様に青陽館から電話連絡し、21日(木)の青陽館利用はお休みしていただくことを改めて伝え、21日(木)には体調確認の電話をさせてもらうことを伝えている。コロナ罹患に関しての心境を尋ねると「別に大丈夫です。」と穏やかに答えている。
・いなほ荘入居者～有料老人ホーム「いなほ荘」高山氏より入電あり。施設内で数名の体調不良者があり、（現時点で新型コロナウイルスかどうか不明）馬場　勝美様・小野寺　ノリ様・冨田　紀子様の青陽館利用を暫く見合わせたいとの事。利用再開については施設側から連絡を頂く事とし、終話している。
ショートケア

・特記事項は有りません。
デイナイトケア
・古舘　正行様～青風荘小坂氏より情報提供あり。先月末より特別養護老人ホーム素心苑への入所が案に挙がり弟様と担当ケアマネージャーと協議をすすめていたが入所までの繋ぎとして素心苑のショートステイ利用を7/18(月)から始めることとなり、平日はショートステイとして素心苑に泊り、土日曜日に青風荘に戻ってくる流れを8月中旬まで予定しているという(多少の変更はある予定との事)。デイナイトケア利用がひとまず本日で最終日となることとなる見通しであるが、素心苑側でのコロナ発生等の有事の事を考え、デイナイトケア登録は青風荘退所まで残しておくこととしている。
カンファレンスシート(小山　優様）

実施日：2022年7月15日（金）13：30～14：00

担当：斎藤

検討内容　新規導入に伴う目標の設定検討と情報共有

	氏名
	小山　優様
	性別
	男
	年齢
	50
	生年月日
	S47.6.9

	主病名
	双極性感情障害
	合併症
	アルコール依存症

	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の習得②対人関係の改善
③情緒/感情面の安定化④作業能力/持続性の向上

⑤意欲/活動性の向上⑥病識を身につける
⑦就労に向けた準備

	本人希望
	1～2年休職し、病気との付き合い方を学び、復職をしたい

	家族希望
	聴取出来ていない

	入院歴
	仙台市内の精神科病院へ3回の入院歴あり(入院期間合計1年以上)
(最終入院：2021年3月8日 ～2021年4月26日）

	通所歴
	2022年5月24日～現在　DCおよびSC（週5回/参加時間帯 不定期）

	その他サービス利用
	特になし

	住居：実家にて母様と2人暮らし
	家族構成
同胞3名、第１子、長男
妻とは離婚予定で子2人は妻が引き取る

キーパーソン：母様

	利用制度


	不明
	
	自立支援医療あり



	【経過】

実家にて母と二人暮らし。

八戸市出身、同胞3名、第１子、長男として出生。小学校の時に父親（自衛隊）の仕事の都合にて仙台市へ転居し、専門学校卒業までを過ごす。国立仙台リハビリテーション専門学校に進学し、理学療法士の資格を取得。卒業後、千葉県へ転居し亀田総合病院に就職。33歳時に専門学校の恩師から声を掛けられ、仙台市にて教員として従事。37歳時に国立仙台医療センターへ就職し、H31年4月より西多賀台病院へ異動となっていたが、H31年7月より休職中。今後退職予定。結婚は３４歳の時、子供は２名いるが、今後離婚予定で子どもは妻が引き取る事になっている。R4.4.12より実家へ帰郷。

 成績はよく、本人は医師になりたかったが高校受験に失敗し私立の東北学院榴ヶ岡（つつじがおか）高校に進学したが、本人としては行きたかった高校ではなかったため休みがちであった。高校受験を失敗したことで親からのストレスがあり高校１年時にうつ状態で動けなくなり、国立仙台病院　精神科受診し、３ケ月間通院したが薬の処方もなく母様が勝手に通院中断させて以後通院はしていない。高校はギリギリの出席日数で卒業したが、その後引きこもり状態で動けなくなり１８歳から２０歳までを自宅で過ごす。その後２０歳で初飲し飲酒すると気分が良くなり、症状が改善することから飲酒するようになるがそこまで頻回という程ではなかった。２０歳から勉強を頑張り理学療法士の専門学校に２１歳で進学し２５歳で卒業している。その後千葉県へ転居し、亀田総合病院にて勤務。33歳の時に専門学校の恩師が学校を作るので教員として来てくれないかと声をかけられており、退職し仙台市へ転居し教員へ転職。37歳で国立仙台医療センターへ就職し、2019年4月（46歳）異動となり西多賀病院にて勤務していたが同年7月からは現在まで休職中である。今も在籍しており、R4.10.19までは在籍ということになっている。

最近、離婚のことで口論になったりすることがあり、スリップしてしまい、3/24夜間に飲酒し妻様を殴ることがあり心配した子供が警察に通報し、現在保護され拘留延長となっているが、4/12釈放となり、そのまま母様と受診し一緒に帰郷。不起訴になる予定。帰郷後、うつ状態の悪化により、再飲酒してしまい、時々、ビール2本と酎ハイ（5％）2本飲む。週に1～2日程度。気持ちの落ち込みは帰省直後より改善傾向。

飲酒は20歳頃空で、２５歳で仕事をはじめてから増えていた。当時は、1日ビール500×6本程度で、休肝日は無かった。気持ちの落ち込みが大きく、飲酒し体調を崩していった。R4.4.12帰郷後より、うつ状態が悪化。4/19までは殆ど寝た切りの生活をしていたが散歩もできるようになっている。食事は1日1～2食程度、睡眠は問題ない。

初飲は不明も20歳頃かなと、20歳頃から寝れないと寝酒をしていた様子。過去３回の入院歴があり、①R1.7.22～R1.10.21　３ヶ月間のアルコール依存症プログラム目的にて任意入院　②R1.12.23～R2.11.24　退院後うつ病を発症し本人より辛いと入院希望した（任意入院）その際に躁うつ病と診断された

③R3.3.8～R3.4.26うつ状態悪化し家にいるとゆっくりできず辛い為入院希望あり（任意入院）退院後はデイケア利用し通っていた。




【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	体調管理を安定させ就労を継続する事ができる
	①対人交流スキルの向上およびストレス管理能力の向上
	①自分自身の対人コミュニケーションの特徴・ストレス傾向を分析し、自分自身に有った対策を身に付けていく。また、ストレス発散の方法を健康的で適応的なものに修正していく。
	「相手に合わせ過ぎてしまうこと」のストレスを抱えることが多い事を話しており、各種プログラムおよび定期的な面談を通じ、自分自身の傾向を把握し、自身に有った対策を身に付けることが出来るよう共に検討していく。

	
	②気分変動への対処方法の獲得
	②気分変動を含めた体調の傾向について知り、自分自身にあった対処方法を身につける
	同上

	
	
	③生活リズムの獲得および体力の獲得
	復職に向けての基本的な部分として希望されており、各種プログラムおよび継続的な通所を支援する。


※デイケア導入後は体調に合わせデイケア・ショートケアを使い分けながら参加され各プログラムに取り組まれている。多少の気分変動はあるものの生活への影響が大きくならない程度に過ごす事が出来ており本人様は現在の気分状態が「ちょうど良いくらい」と評価されている。これまで打つ症状を誤魔化すように活用してきた飲酒についても現在は飲酒量は過度とならずいる。(※気分症状としてうつ症状が数ヶ月にも及び寝たきり状態で身体の廃用も進むこともあったようである。気分高揚が目立つ事はあまりないようであるが昨年には躁状態が強まったときには3日間徹夜し書き物を行う事なども有ったとの事。)

デイケア参加に合わせ目標設定面談を実施した中で、これまで対人面でのストレスを抱えやすく相手に合わせすぎてしまう傾向が有る事を話しており、今後の課題に感じている事を共有している。また、気分変動に対しての対処方法を身につけたいことも目標として挙げており、まずは生活リズムの獲得を目指し、ストレス管理・疾病管理能力を高め復職を目指していく事を掲げている。

